
雄
満

掃
■

ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
は
金
持
ち
を
狙

う
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
日
本
勢
が

仕
掛
け
て
い
る
ア
ジ
ア
諸
国
向
け
の

Ｏ
Ｄ
Ａ

（政
府
開
発
援
助
）
絡
み
や

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
援
助
付
き
の
水
ビ
ジ

ネ
ス
構
築
は
本
当
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
は

言
え
な
い
。

欧
米
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
水
メ

ジ
ャ
ト
が
闊
歩
す
る
産
油
国
の
海
水

淡
水
化
市
場
や
下
水
処
理
、
廃
水
処

理
市
場
に
お
い
て
勝
て
な
け
れ
ば
、

本
当
の
実
力
が
な
い
か
ら
だ
。
産
油

国
で
は
、
１
９
６
０
年
代
か
ら
の
サ

ー
マ
ル
方
式
で
あ
る
多
段
フ
ラ
ッ
シ

ュ
法

（
Ｍ
Ｓ
Ｆ
）
が
老
朽
化
を
迎

え
、
効
率
の
良
い
多
重
効
用
缶

（
Ｍ

Ｅ
Ｄ
）
方
式
や
、
日
本
が
誇
る
逆
浸

透
膜

（
Ｒ
Ｏ
膜
）
法
に
置
き
換
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
、
ま
た
人
口
の
増
加

や
経
済
の
発
展
で
水
の
需
要
が
大
幅

に
増
加
し
、
新
規
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が

目
自
押
し
で
あ
る
。

国
際
的
な
水
情
報
誌
、
英
国
の

『
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ト
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ス
』
に
よ
れ
ば
、
海
水
淡

水
化
市
場
は
、
今
後
２。
％
以
上
の
伸

び
が
期
待
で
き
、
そ
の
戦
場
は
産
油

国
、
北
米
、
中
国
で
あ
る
。
ま
た
産

油
国
の
下
水
処
理
と
下
水
の
再
利
用

水
市
場
は
１５
％
以
上
の
伸
び
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　

・

こ
の
分
野
で
使
わ
れ
る
膜
は
、
海

水
淡
水
化
な
ら
Ｒ
Ｏ
膜
、
下
水
処
理

の
再
生
水
製
造
な
ら
精
密
ろ
過
膜

（
Ｍ
Ｆ
／
Ｕ
■
膜
）
で
あ
り
、
日
本

は
、
Ｒ
Ｏ
膜
モ
ジ

ュ
ー
ル
で
は
世
界

の
約
６
割
、
下
水
再
生
水
膜
で
は
約

４
割
の
世
界
市
場
占
有
率
を
有
し
て

い
る
。

問
題
は
フ
ル
タ
ン
キ
ー
ベ
ー
ス
の

エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
会
社
の
存
在
が

少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
国
を
挙
げ
て

ナ
シ

ョ
ナ
ル
フ
ラ
ッ
グ
の
よ
う
な

「チ
ー
ム
水
ジ
ャ
パ
ン
」
を
創
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
企
業
連
合
で
も
い
い

だ
ろ
う
。

で
は
、
そ
の
よ
う
な
チ
ー
ム
が
で

き
た
ら
ど
こ
の
国
を
狙
う
の
か
、
筆

者
が
６
月
末
に
訪
問
し
た
カ
タ
ー
ル

が
有
望
と
思
う
。

大
き
な
動
き
は
、
カ
タ
ー
ル
が
２２

年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ

（
国
際
サ

ッ
カ
ー
連

盟
）
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
国
に
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
カ
タ
ー
ル
政
府

は
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
に
向
け
、
道

路
、
地
下
鉄
（
水
イ
ン
フ
ラ
の
投
資

に
６
５
０
億
ド
ル
の
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。
こ
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
巡
っ
て
欧
米
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
や
巨
大
企
業
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て

い
る
が
、
日
本
勢
の
動
き
は
鈍
い
。

多
く
の
金
持
ち
産
油
国
の
中
で
、

な
ぜ
カ
タ
ー
ル
な
の
か
。

第
１
の
理
由
は
、
カ
タ
ー
ル
に
は

経
済
発
展
に
尽
く
し
て
く
れ
た
日
本

人
へ
の
尊
敬
の
念
が
高
く
、
親
国
家

も
多
い
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
東
日

ど
）
に
取
り
組
み
、
彼
ら
に
恩
返
し

を
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。　
　
一

囀
濤
Ｄ
ω
＝

（ｍ
ｏ
］
コ
捕
）
Ｎ
コ
ｍ
Ｏ
コ

（絆
嗣
コ
）

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ュ
ン
ャ
バ
ン
代
表

（国
連
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ト
、
麻
布
大
学
客
員
教
授
）

よ

し

む

ら

か

ず

な

り

本
大
震
災
へ
の
お
見
舞
い
ど
し
て
、

カ
タ
ー
ル
政
府
は
、
日
本
詈
内
の
電

力
不
足
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、

れ
【
¨
』
癖
は
蔽
麒
期
轟
一
制
蜘
『

こ
れ
は
日
本
の
総
輸
入
量
の
６
％
に
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海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
は
産
油
国
を
狙
え

～
カ
タ
ー
ル
に
水
問
題
解
決
で
恩
返
ｔ
～

ｐ尊
一
議

貯‐

①

吉
村

和
就

「被

の
額
は
、
世
界
７６

総
額
を
上
回
る
も
の
で
あ

第
２
の
理
由
は
、
カ
タ

た
¨

は
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
開
催
ま
で
一

え
て
い
る
が
、
こ
れ
に


